
4月の相談
◦�いずれの相談も祝日は実施しませんので、ご注意ください。
◦相談室の番号など、詳しくは市役所1階総合受付モニターでご確認ください。
◦電話番号末尾の（専）は、相談専用の電話番号です。

相談名 日時 場所 予約 問い合わせ

一般住民相談
平日9：00～12：00、13：00～17：00 市役所2階相談室8

不要

市民課☎32-8012
※各相談の受け付けは、終
了時間の30分前までです。

毎週水曜日（休館日を除く）10：00～
12：00、13：00～17：00

サンネット相談室
カリヨンハウス内

人権相談、行政相談 10日（水）13：30～16：30 市役所2階202会議室 不要

法律相談 12日（金）13：30～16：30 市役所2階202会議室 必要（前日まで）26日（金）13：30～16：30 市役所2階201会議室
司法書士・行政書士・土地
家屋調査士合同相談 16日（火）13：30～16：30 市役所2階202会議室 必要（前日まで）

外国人相談
（ポルトガル語通訳によ
る）

毎週月・火曜日13：00～16：00
毎週水・木・金曜日9：00～12：00、13
：00～16：00

市役所1階市民課
不要

毎週月曜日9：00～12：00 市役所2階こども相談課
毎週火曜日9：00～12：00 市役所2階納税課

障がい者相談
（就労・介護・虐待など） 平日8：30～17：00 市役所1階ふくしの窓口 不要 ☎76-5663

高齢者面接相談
（介護・虐待など） 平日8：30～17：00 市役所1階長寿介護課、ふくし

の窓口 不要 長寿介護課☎32-8009
ふくしの窓口☎76-5663

介護・高齢者福祉サービ
スの相談

平日8：30～17：00

市役所1階長寿介護課

不要

☎32-8009
きたよし地域包括支援センター ☎33-0791
なかよし地域包括支援センター ☎34-6811
みなよし地域包括支援センター ☎33-3502

平日9：00～17：30 おかよし地域包括支援センター ☎33-4177
成年後見相談 平日9：00～17：00 成年後見支援センター 必要（前日まで）☎33-5020

医療相談 平日8：30～17：00 市民病院1階総合受付 不要 市民病院地域連携・医療相
談室☎33-3300

児童虐待・こども相談 平日8：30～17：00 市役所2階こども相談課 不要 ☎32-0910（専）

女性の悩みごと相談 毎週月曜日12：00～16：00 電話（電話相談後に面接相談可）不要（面接相談は要予約）
こども相談課
☎32-9539（専）

母子・父子・寡婦相談 平日（水曜日を除く）9：00～16：30 市役所2階こども政策課 不要 ☎32-8034

子育て相談
毎週火～土曜日9：00～17：00 子育てふれあい広場

（子育て総合支援センター内） 不要 子育て総合支援センター
☎34-0500

毎週火～日曜日9：00～17：00 子育てふれあい広場
（カリヨンハウス内） 不要 ☎36-1181

NPO・協働相談 4日（木）13：30～16：30 市役所5階協働推進課 必要（前日まで）☎32-8025

消費生活相談 毎週月・水曜日9：00～12：00
毎週木・金曜日13：30～16：30 市役所4階相談室 不要 産業振興課☎32-8015

営農相談 10日・24日の水曜日13：30～15：30 緑と花のセンター営農相談室 必要 ☎34-6111

教育に関する相談
（家庭・学校・不登校・特別
支援）

毎週月・金曜日10：00～17：00
毎週火・水曜日9：00～16：00
毎週木曜日9：30～16：30

教育センター「学びの森」 必要 学びの森☎33-5010
学校教育課☎32-8026

毎週木曜日18：00～20：00 市役所2階学校教育課 必要（前日まで）

心配ごと相談 5日（金）・22日（月）9：00～12：00 福祉センター2階相談室 予約者優先 社会福祉協議会
☎34-1588

心の電話みよし（青少年お
よびその保護者） 毎週土曜日12：00～16：00 電話のみ 不要 こども相談課

☎34-5874（専）

ひきこもり相談 毎週火～土曜日8：30～17：15 C
シエル
iel b

ブ ル ー
leu（障がい者等サポート

センター内） 必要 ☎78-3611

中小企業等無料経営相談 毎週火曜日13：00～14：30、14：30～16：00 市役所4階相談室 必要（14日前ま
で） 産業振興課☎32-8015

くらし相談（生活困窮） 平日9：00～17：00 くらし・はたらく相談センター
（ふれあい交流館内） 必要 ☎33-5020（専）

はたらく相談 ☎33-5070（専）

若者のための職業相談 9日（火）9：00～、10：00～、11：00～
23日（火）13：00～、14：00～、15：00～ ジョブサポートみよし（ふれあい交流館内） 必要（前日まで）☎33-1860（専）

巡回労働相談 9日（火）13：00～、14：00～、15：00～
栄養・歯科相談 10日（水）9：00～11：30

衣浦東部保健所
（刈谷市大

おおてまち
手町1-12）

必要 ☎0566-21-9338
夜間HIV・梅毒検査 15日（月）18：00～19：00 不要

☎0566-21-47979日・16日の火曜日9：00～11：00 不要HIV・肝炎・梅毒検査
骨髄バンクドナー登録 9日・16日の火曜日9：00～11：00 必要

精神科医による相談 17日（水）14：00～16：00 必要（前日の正
午まで） ☎0566-21-9337

検便・水質検査（有料） 毎週火曜日（30日を除く）9：00～11：
30

衣浦東部保健所（受け付けは、
みよし駐在）

水質検査は要予
約 みよし駐在☎34-4811
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「ガクボウガクボウ」 地元大　生による 　犯活動体験記学学 防防 

※�広報みよしは、C
カ タ ロ グ
atalog P

ポ ケ ッ ト
ocket にて多言語で配信（翻訳および音声読み上げ）しています。
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編 ▶南海トラフ大地震の発生が危
き ぐ
惧されてから、いったい何年が過ぎたの

でしょうか。1月1日に発生した能登半島地震。大きな被害が出ていま
す。我が国では、地震だけでなくゲリラ豪雨などの風水害も毎年のよう
に起きています。地震や風水害などの自然災害の発生を防ぐことはでき
ませんが、災害への備えはできます。準備できることはたくさんありま
す。災害に対しての心構えを常に持ち、日々過ごしたいと思います。（近）

～初めまして。
　私たちは警察官を目指す学生です～

　私たちは東海学園大学三好キャンパスで、将来、警
察官や消防士を目指す学生が活動する学生サークル
「学生防災・防犯団体　ちぃむ・ともいき」です。防犯な
ど警察が担う仕事や取り組みなど、学生の目線でお伝
えしていきます。　

第5回　豊田警察・消防合同山岳救助訓練レポート

豊田警察署と共にホットな情報をお伝えします。
豊田警察署地域課　☎0565-35-0110　

体験後記

　秋晴れの早朝、みよし市からそれほど遠くない豊田市
松
まつだいら
平地区にある大

だいたじょう
田城跡近くの公園に警察と消防の車両

が続々と集まり、のどかな里山は一変して物々しい雰囲
気に包まれていました。この近くの山中にはボルダリン
グ（巨石相手の岩登り）に絶好の岩場があります。訓練は、
この岩場から転落し動けなくなったボルダー（岩登りを
する人）から助けを求める通報があったという想定です。
警察と消防の合同隊は公園に設置された本部からの指令
で入山して、転落現場に徒歩で向かいます。20人ほど
の隊列が登山道へ出発する様子は本当に頼もしく、緊張
感に満ちていました。

　
　ドローンの誘導で迅速に遭難現場に到着すると、救助
隊による「救助に来ました、安心してください」の第一声
で救助活動を開始。「もう大丈夫ですよ、我々が来まし
たから…」という懸命の声掛けに、なんだか自分が助けら
れているようで、人命救助への使命感がヒシヒシと伝わ
る場面でした。しかし一息つく暇はありません。負傷者
を担架で麓

ふもと
にある救急車へと運ぶために来た道を引き返

すのですが、道なき山中のため容易ではありません。分
厚い隊員服での作業は過酷で、ただ歩いている私たちで
さえも汗をびっしょりとかくほどですから、日頃の訓練
なしでは成し得ないと痛感しました。

　私たちも警察の皆さんと同じ制服・制帽を着用して救
助訓練に参加。事故現場は登山道入口から30分ほど進
んだ岩場というだけで、はっきりした場所は不明です。
しかし入山し空を見上げるとプロペラ音とともに本部の
消防隊が操縦する最新鋭のドローンが登場。道なき山中
に分け入る私たち救助隊を、上空から事故現場まで無線
でルート誘導してくれたのです。帰り道が分かるように
隊員が小枝にマークを付けたり、キノコを目印にしたり
しているのを見て「はぐれたら遭難してしまう」と焦り必
死に付いていく私たちにとって、上空のドローンはとて
も頼りになる存在でした。　

　今回は昨年9月に行われた豊田警察・消防合同山岳救
助訓練の体験記をお届けします。

　山岳救助訓練を目の当たりにし、その救助はとても過
酷を極めることを痛感しました。「山中での日没は早く、
天候や気温の急変があるので十分注意してほしい」と警
察は呼び掛けています。みよし市内には山はありません
が、市外で登山などを楽しむ市民の皆さんもいると思い
ます。冬が終わり暖かくなると登山シーズンに。警察や
消防は有事に備え
て日々救助訓練を
行っていますが、
私たち自身も十分
に備えや注意をす
る必要があると強
く実感しました。

遭難現場での人命救助に感動

なぜこの地域で山岳救助訓練？

上空からドローンがルートガイド
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